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事業の概況 
 

活動に関する要点 
 

持続可能な環境共⽣林業の実現をビジョンに掲げて⽣まれた当会は活動開始から 7 年⽬（2020 年
度）を経て、本年も順調な普及推進活動を続けた。 
 

◎活動要点１，  

会員の状況︓ 

会員数は年間 402 ⼈の純増で、サポーター会員制度を導⼊して会員数が倍増した 2019 年
度（324 ⼈増）以上の増加数だった。 
 

◎活動要点２，  

⾃伐型林業の普及状況︓ 

⼩規模林業・⾃伐型林業を⽀援（予算化）する⾃治体は 55 団体にのぼり、その⾃治体ととも
に地元の実践者を⽀援する「地域推進組織」は 40 団体を超え、実践者は約 2,500 ⼈となった。
⾃伐型林業に共感し連携する企業は 40 社を数える。 
 

◎活動要点３，  

情報発信・啓発広報活動︓ 

広報活動の拡充のため、⽇本唯⼀の林業専⾨番組「ZIBATSU ニュース」を継続。毎週放送に
より会員登録者は 2,979 ⼈（前年⽐ 2.3 倍）となった。紙媒体の広報紙「200 年の森」を発刊
した。 
 

◎活動要点４，  

調査研究・⾃伐型林業定着のための政策提⾔ 

政策提⾔活動により、国会の場で⾃伐型林業の成果を訴え、林政審議会において「⾃伐型林
業」が位置づけられた。さらに令和 2 年「森林・林業⽩書」（2021 年 6 ⽉）で⾃伐型林業がコラ
ムに掲載された。 

林野庁の作業道の指針を変えさせ、それを参考に地⽅⾃治体と交渉した地域で 2.5m 以下の作
業道が補助に認められるなど好影響も出ている（意⾒交換会で報告）。 
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【活動要点１ 会員の状況】 
 

 年間 417⼈の純増で、毎⽇サポーター会員の⼊会申込みが来て、ネットワークが拡⼤。 
 

①. 正会員︓個⼈ 58⼈ 団体︓4件 
②. サポーター会員（2021 年 6⽉時点）︓ 
個⼈・団体 1,347⼈ （ 昨年同⽉⽐ 1.4 倍／昨年︓930 ⼈ ）  
 

 
 

２，⾃伐型林業の普及活動 
 

・ ⾃治体への営業や啓発活動により、⾃伐型林業⽀援の⾃治体を 55 創出。 
（新規 4 ⾃治体・県︓広島県安芸太⽥市、神奈川県安芸太⽥町、岩⼿県九⼾村、⽯川
県）。 

・ ⾃伐型林業者は 2,500 ⼈を超えた。フォーラムや勉強会への参加者は過去約 7年間で約 5
万⼈、⾃伐型林業研修への参加者約 6.000 ⼈。古くからの⾃伐林家を含めると、3,000 ⼈以
上が全国で活動中。  

・ ⾃伐型林業の普及推進を地域レベルで展開する「地域推進組織」が約 40 団体活動中。 
（新規︓天⻯⼩さな林業春野研究組合（静岡県）、奥利根地域⽔源ネットワーク（群⾺
県）、⼤和森林管理協会（奈良県）、ディバースライン（⻑野県）等)。 

・ ⾃伐型林業に共感し、連携する企業が 40 社に。 
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みなかみ町森林活⽤協議会（同県）、ディバースライン（⻑野県）等)。 
・ ⾃伐型林業に共感し、連携する企業が 40 社に。 
 
３，情報発信・啓発広報活動 

 
A) ⽇本唯⼀の林業専⾨番組「ZIBATSU」ニュース 

当会が Youtube上で配信する林業番組
「ZIBATSU ニュース」を毎週放送した。平均視
聴数約 1300回で、「⼟中環境」特集は 2回
合計視聴数 10,299回（21 年 6⽉現
在）。チャンネル登録者数が 2,979 ⼈と増加
（昨年 1,270 ⼈）。 

 
B) テキストで情報配信「⾃伐型林業推進協会メル
マガ」 
メルマガの購読者は 1,492 ⼈。年間 17 回配信
（2020 年 4 ⽉〜21 年 3 ⽉現在）で、毎回開封率約
40％の配信を継続中。 
 

C) 会報誌「200 年の森をつくる」 
設⽴からリクエストの多かった会報誌を発刊。16 ページのカラーペ
ージで、会員の活動や当会の事業のことなどを写真とともにまとめ
た会報誌としてネット上で販売中。すでに約 500部を頒布。 
 

D) 映画「壊れゆく森から、持続する森へ」完成 
全国で多発する⼟砂災害の現状を⼭からとらえ、それを予防する
持続可能な林業として⾃伐型林業を取り上げたドキュメンタリー
映画が完成し、DVD販売とオンライン配信がスタートした（制
作︓アジア太平洋資料センターPARC、監修︓⾃伐型林業推
進協会）。 

 
 
 
 

E) メディア掲載 
メディアの取材や執筆依頼を受け、50 以上のメディアで記事等で⾃伐型林業が紹介された。 
 
 

▶「ZIBATSUチャンネル」 
スマホで Youtube登録 

▶会報誌「200年の森をつ
くる」スマホで購⼊可能 

▶映画「壊れゆく森から、
持続する森へオンライン視
聴可能（600円） 
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４，調査研究・⾃伐型林業定着のための政策提⾔ 
 
A) ⼟砂災害現場調査と発信 
全国の森林施業現場を現地調査し、皆伐および
過度な間伐による⼟砂災害の現状を把握した。
写真およびテキスト、映像により、都度メディア
（ZIBATSU ニュースや SNS等）で報告。さらに
2021 年度にはメディアや議員向けに報告予定。 
 

B) 提⾔活動 
「森林・林業基本計画（案）」に関する意⾒・情報の募集（パブリックコメント）について、当協
会より意⾒等を提出した。（６⽉３⽇の林野庁審議会にて取り上げられた） 

 
５，その他（中間⽀援事業＝地域グループの本格育成） 
 
A) 災害予防できる「地域推進組織」の育成（休眠預⾦事業） 

1,000万円/年を５団体に配分し伴⾛する「コロナ枠」 
700万円/3 年を５団体に配分し伴⾛する「通常枠」 

B) ⾃伐型林業が未定着の地域におけるモデル森林整備（⽇本財
団） 

C) 内閣府モデル事業（2021 年度をメインに） 
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財務の概要 
財務に関する要点 

 
・ 2020 年度の全体事業（経常収益計）は 8517 万 5174 円で、昨対⽐ 105％で⾃伐型

林業の推進活動を展開した（昨年︓80,910,759円）。 
・ 助成⾦からの脱却を⽬指した 2020 年度は、事業予算全体の約 3/4 を占めていた受取⺠間助

成⾦は 2019 年度⽐ 54％（59,109,038円→32,335,628円）で⼤幅な減額だったが、⾃治
体事業と林業就業⽀援事業によって受託事業収益額が前年⽐ 274％（17,775,750円→
48,766,017円）となった。結果的に、全体事業の規模を変えずに助成⾦依存体制を改める兆
しが⾒えた（全体事業に占める助成⾦依存割合は 37％）。 

・ 全国組織の肥⼤化よりも地域分散型を⽬指してきた当会の⽅針通り、⾃伐型林業を⽀援する⾃
治体の契約主体を「地域推進組織」に移⾏している地域も出てきた。 

運営に関する要点 
 
・ 事務局はスタッフおよび専⾨性のあるアドバイザーが運営し、各地は「地域推進組織」の事務局と
連携（営業・調整・運営）する形で展開した。 

・ 当会がモデルプロジェクトを⽴ち上げ、展開の始まった⾃治体の事業を地域推進組織が受け持つと
いう役割分担ができ始め、全国の⾃伐展開のスピードを緩めることなく、各地で⽣まれる推進組織
の活動パフォーマンスを上げる展開になった。 
 
＜体制図＞ 
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財務諸表 
 
活動計算書 
• 経常収益計 85,175,174円 

• 経常費⽤計  84,030,675 円 

• 当期正味財産増減額 1,074,499円 

• 次期繰越正味財産額 10,667,476 円（前記繰越 9,592,977 円） 

 
貸借対照表 
• 資産  37,066,993円 

• 負債  26,399,517 円 

• 正味財産合計 10,667,476 円 

 
財産⽬録 
• 有形固定資産 1,811,798 円 

林内作業⾞（モデル林整備のために⼀台保有） 

⾬計測装置（樹冠を通過する⾬量を調査する機材） 

• 借⼊⾦ 0円 
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活動計算書
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貸借対照表 
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財産⽬録
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財務諸表の注記
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ㅰ㔠 㻟㻘㻢㻤㻝㻘㻤㻤㻞 㻝㻜㻜㻘㻤㻜㻣 㻝㻘㻢㻞㻝 㻝㻘㻝㻠㻢 㻡㻣㻜㻘㻟㻠㻟 㻝㻘㻟㻜㻝 㻠㻘㻟㻡㻣㻘㻝㻜㻜 㻟㻟㻘㻜㻜㻜 㻠㻘㻟㻥㻜㻘㻝㻜㻜

ᨭᡶᡭᩘᩱ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻠㻠㻢㻘㻡㻞㻠 㻠㻠㻢㻘㻡㻞㻠

᪂⪺ᅗ᭩㈝ 㻞㻢㻜㻘㻤㻣㻢 㻟㻞㻘㻤㻡㻞 㻡㻞㻤 㻟㻣㻠 㻞㻟㻘㻥㻣㻣 㻠㻞㻠 㻟㻝㻥㻘㻜㻟㻝 㻞㻢㻘㻤㻠㻣 㻟㻠㻡㻘㻤㻣㻤

ᆅ௦ᐙ㈤ 㻢㻜㻘㻜㻜㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻢㻜㻘㻜㻜㻜 㻞㻘㻣㻤㻡㻘㻠㻜㻤 㻞㻘㻤㻠㻡㻘㻠㻜㻤

༳ๅ〇ᮏ㈝ 㻞㻘㻠㻠㻥 㻜 㻜 㻜 㻠㻤㻜㻘㻣㻤㻜 㻜 㻠㻤㻟㻘㻞㻞㻥 㻠㻘㻥㻥㻜 㻠㻤㻤㻘㻞㻝㻥

⛒⛯බㄢ 㻝㻘㻞㻠㻟㻘㻜㻤㻤 㻡㻤㻤㻘㻠㻡㻣 㻥㻘㻠㻢㻟 㻢㻘㻢㻥㻝 㻟㻢㻥㻘㻟㻟㻠 㻣㻘㻡㻥㻠 㻞㻘㻞㻞㻠㻘㻢㻞㻣 㻝㻠㻝㻘㻠㻠㻟 㻞㻘㻟㻢㻢㻘㻜㻣㻜

ಖ㝤ᩱ 㻤㻝㻤㻘㻣㻡㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻤㻝㻤㻘㻣㻡㻜 㻠㻢㻘㻟㻝㻜 㻤㻢㻡㻘㻜㻢㻜

ㅖ㈝ 㻜 㻜 㻡㻘㻜㻜㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻘㻜㻜㻜 㻜 㻡㻘㻜㻜㻜

ῶ౯ൾ༷㈝ 㻢㻟㻠㻘㻞㻡㻠 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻢㻟㻠㻘㻞㻡㻠 㻠㻢㻠㻘㻢㻥㻟 㻝㻘㻜㻥㻤㻘㻥㻠㻣

㞧㈝ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻟㻣㻘㻝㻢㻤 㻝㻟㻣㻘㻝㻢㻤

ᗈ࿌ᐉఏ㈝ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻞㻤㻘㻜㻜㻜 㻜 㻡㻞㻤㻘㻜㻜㻜 㻜 㻡㻞㻤㻘㻜㻜㻜

㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

䛭䛾⤒㈝ィ 㻞㻢㻘㻤㻣㻞㻘㻡㻞㻢 㻟㻘㻝㻝㻝㻘㻤㻝㻠 㻡㻡㻘㻜㻟㻥 㻟㻡㻘㻟㻤㻟 㻝㻡㻘㻤㻡㻝㻘㻡㻣㻞 㻟㻡㻡㻘㻞㻣㻝 㻠㻢㻘㻞㻤㻝㻘㻢㻜㻡 㻝㻜㻘㻞㻤㻞㻘㻣㻝㻤 㻡㻢㻘㻡㻢㻠㻘㻟㻞㻟

䚷䚷⤒ᖖ㈝⏝ィ 㻟㻠㻘㻟㻣㻝㻘㻠㻡㻠 㻝㻡㻘㻠㻤㻜㻘㻢㻣㻣 㻞㻜㻞㻘㻣㻣㻟 㻝㻟㻥㻘㻤㻠㻠 㻞㻝㻘㻡㻣㻤㻘㻤㻝㻤 㻠㻣㻟㻘㻤㻟㻣 㻣㻞㻘㻞㻠㻣㻘㻠㻜㻟 㻝㻝㻘㻣㻤㻟㻘㻞㻣㻞 㻤㻠㻘㻜㻟㻜㻘㻢㻣㻡

䚷䚷䚷ᙜᮇ⤒ᖖቑῶ㢠 䕧㻌㻣㻘㻥㻝㻥㻘㻤㻥㻥 㻝㻢㻘㻥㻞㻡㻘㻡㻞㻤 㻟㻝㻤㻘㻟㻠㻜 㻞㻞㻤㻘㻢㻟㻝 䕧㻌㻝㻘㻟㻣㻢㻘㻢㻡㻤 䕧㻌㻡㻡㻘㻢㻝㻠 㻤㻘㻝㻞㻜㻘㻟㻞㻤 䕧㻌㻢㻘㻥㻣㻡㻘㻤㻞㻥 㻝㻘㻝㻠㻠㻘㻠㻥㻥
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2021`平:6月 15 目

特定非営利活動法人持続可能な環境共生林業を実現する自伐型林業推進協会

代表理事 中鳴 健造 様
監事  高月 渉 e

私は、特定非営利活動促進法 18条の規定に基づき、特定非営利活動法人持続可能な環境
共生林業を実現する自伐型林業推進協会の 2020年度 (2020年 4月 1日 から2021年 3月
31日 まで)の事業報告書及び計算書類 (活動計算書及び貸借対照表)及び財産日録につい
て監査を行った。

私は、理事の業務執行の状況に関する監査に当たっては、理事会及びその他の重要な会

議に出席し必要と認められる場合には質問を行った。また、財産の状況に関する監査に当た

っては、帳簿や証拠書類の開覧、照合、質問等の合理的な保証を得るための手続きを行った。

監査の結果、法人の業務は法令及び定款に基づき適正に執行され、会計処理は一般に公正

妥当と認められる会計原則に則って適正に処理されているものと認められた。

よって、私は、 L記の事業報告書、計算書類及び財産目録が、特定非営利活動法人持続
■∫能な環境共生林業を実現する自伐型林業推進協会の 2021年 3月 31日 をもって終了する

事業年度の業務執行の状況及び同日現在の財産の状況を適正に表示しているものと認める。

以 上


